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1,266

2,609

事
務
事
業
の
実
績

所
管

健康部

年度

委託内容
都

回講習会実施回数 78

28

5,101

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民

平成

年度

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

食育基本法、健康増進法１７、１８条根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
52

乳幼児から高齢者まで、あらゆる年代を対象に食育を推進し、区民が食に関する知識、食を選択する力を習得することを支
援する。食生活の改善を通して生活習慣病を予防し、区民の健康増進を図る。

547

27

59

なし

①栄養相談（個別栄養相談、電話来所相談等）
②栄養出前講座
③離乳食講習会　30回／年、幼児食講習会　6回／年、親子クッキング等の講習会　１回／年
④若い女性への栄養情報のリーフレット配布
⑤地域活動栄養士の育成

補助金の有無

事業対象

事務事業名 食生活支援

　

保健サービス課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

法令（義務） 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

5,651

28

0

573

30

5,213

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

5,757

5,787

27

6,612

0

5,623

従来のリーフレット「災害時の食の備え」に、たいとう栄養士会で作成したレシピ集を加え、冊子「災害時の食の備え＆
レシピ集」を作成し、配布した。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

生活習慣病を予防するためには望ましい食生活が必須であることから、引き続き区民が食に
関する知識、食を選択する力を習得できるように支援していく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

生活習慣病を予防するためには望ましい食生活が必須であることから、乳幼児から高齢者まであらゆる世代
を対象にした支援が必要である。

維持

評
価
結
果

個別栄養相談参加者の伸びが顕著であり、講習会も併せ、ほぼ達成している。

3 関係機関と連携をとりながら、ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチを組み合わせた効果的な指
導体制を構築するよう努めている。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２６年度 ２７年度

523

550

成果指標
個別栄養相談参加者数

5,965　人にかかるコスト（人件費など）

保健所主催型の学習会では参加者が限られる傾向があるため、主に成人に対しては、主催型から出張型の
講習会等に切り替えるなど、効率性を見直している。更に保健所の栄養士が指導することでコストを低く抑え
ている。

1,666

2,163

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 6,584

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

70

1,300 1,073延人

1,476

647

種　別 指標の名称 (単位)
（３０年度）

２５年度

延人

　決算額　　(単位：千円) 647

講習会参加者数

2,700


